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〔
事
実
〕
訴
外
A
は
、
平
成
元
年
三
月
一
七

日
に
本
件
建
物
(
判
旨
の
い
う
「
本
件
全
体
ピ

ル
」
)
を
建
築
し
て
そ
の
所
有
権
を
取
得
し
た

が
、
同
時
に
本
件
建
物
を
訴
外
B
に
譲
渡
し
、

か
っ

B
か
ら
本
件
建
物
全
体
を
摂
倍
し
た
。

原
告
X
は
、
平
成
元
年
六
月
一
六
日
、
本
件

建
物
の
一
部
(
以
下
「
本
件
建
物
部
分
」
と
い
う
)

に
つ
き
、

A
と
の
間
で
、
貸
主
A
、
借
主
X
、

預
託
保
証
金
約
三
四

O
O万
円
、
賃
貸
借
契
約

終
了
後
本
件
建
物
部
分
が
明
け
渡
さ
れ
た
と
き

は
、
償
却
裂
を
一
控
除
し
た
預
託
保
証
金
残
額
が

直
ち
に
返
還
さ
れ
る
旨
を
定
め
た
賃
貸
借
契
約

{
以
下
「
本
件
賃
貸
借
契
約
」
と
い
う
)
を
締
結

し
、
約
定
額
の
保
託
金
(
以
下
「
本
件
保
紅
金
」
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と
い
う
)
を
預
託
し
た
。

平
成
二
年
二
月
一
五
日
、

A
は
B
か
ら
本
件

建
物
を
買
い
戻
し
、
同
年
三
月
二
七
日
、
本
件

建
物
の
所
有
椛
を
訴
外
C
外
三
八
名
に
売
り
渡

し
た
。
そ
し
て
C
ら
全
員
が
、
そ
れ
ぞ
れ
同
月

間
日
に
本
件
建
物
の
各
持
分
を
被
告
Y
に
信
託

譲
渡
し
た
。
そ
し
て
Y
は
、
同
白
、
訴
外
O
と

の
間
で
、
本
件
建
物
全
体
に
つ
き
、
貸
主
Y
、

借
主
D
、
使
用
自
的
を
転
貸
と
す
る
氏
貸
借
契

約
を
締
結
し
、
さ
ら
に
D
は
同
日
、

A
と
の
川

で
、
本
件
建
物
全
体
に
つ
き
、
成
主
D
、
借
主

A
、
使
用
目
的
を
転
貸
と
す
る
賃
貸
借
契
約
を

締
結
し
た
。

そ
の
後
、
平
成
三
年
九
月
一
二
日
、

A
は
破

産
宣
告
を
受
け
た
。
又
、
平
成
四
年
九
月
三

O

日
に
本
件
賃
貸
借
契
約
が
終
了
し
、

X
は
本
件

建
物
郎
分
を
明
け
渡
し
た
。

本
件
は
、

X
が
Y
に
対
し
、

A
が
B
か
ら
本

件
建
物
を
賢
い
成
し
た
こ
と
に
よ
り
A
B
問
の

飯
貸
借
関
係
は
税
問
に
よ
り
消
滅
し
、
そ
の
後

本
件
建
物
の
所
有
怖
は
A
か
ら
C
ら
、
さ
ら
に

Y
へ
と
譲
渡
さ
れ
た
か
ら
、

Y
は
本
件
賃
貸
借

契
約
の
貸
主
の
地
位
を
承
継
し
た
、
と
主
一
般

し
、
本
件
保
証
金
の
約
定
残
額
の
返
還
を
求
め

た
も
の
で
あ
る
。

Y
は
X
の
主
強
に
対
し
、

X

は
本
件
建
物
部
分
を
、
所
有
者
B
か
ら
賃
借
し

た
の
で
は
な
く
、
賃
借
入
A
か
ら
転
倒
を
受
け

た
の
だ
か
ら
、
そ
の
後
た
ま
た
ま
A
が
B
か
ら

本
件
建
物
を
関
い
一
民
し
て
も
A
B
m
の
抗
貸
借

関
係
は
混
同
に
よ
り
消
滅
せ
ず
、

C
ら
や
Y
は

本
件
民
貸
借
契
約
の
賃
貸
人
を
A
の
ま
ま
と
す

る
こ
と
を
合
恕
し
て
本
件
建
物
の
所
有
権
を
取

得
し
た
か
ら
、
Y
は
本
件
設
貸
借
契
約
の
貸
主

の
地
位
を
一
法
縦
し
て
い
な
い
、
と
反
論
し
た
。

〔
判
旨
)
新
求
認
容
。

一

不
動
産
の
所
有
者
た
る
賃
貸
人
が
転
貸

借
契
約
成
立
後
に
目
的
不
動
産
を
他
に
線
被
し

て
も
、
転
借
入
と
の
関
係
で
転
貸
人
の
地
位
の

承
継
は
生
じ
な
い
が
、
本
件
で
は
A
が
B
か
ら

本
件
建
物
を
W
H

い
戻
し
た

の
だ
か
ら
、
「
B
と

A
と
の
聞
の
本
件
全
体
ピ
ル
の
賃
貸
借
契
約

は
、
そ
の
存
立
の
説
慌
を
失
い
、
協
同
に
よ
っ

て
消
滅
す
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
」
る
。

ニ
従
っ
て
、
本
件
の
法
律
関
係
は
、

A
か

ら
C
ら
、
さ
ら
に

Y
に
本
件
建
物
の
所
有
椛
が

移
転
し
た
場
合
に
お
け
る
、

X
に
対
す
る
成
貸

人
の
地
位
の
法
継
の
有
無
と
し
て
考
え
れ
ば
足

り
る
と
こ
ろ
、

「
償
貸
人
が
民
貸
借
の
目
的
た

る
組
物
を
第
三
者
に
;
:
:
線
渡
し
た
と
き
、
右

償
貸
人
と
引
波
し
を
受
け
た
貿
借
入
と
の
問
の

賃
貸
借
関
係
に
お
け
る
貸
主
た
る
地
位
は
、
そ

の
ま
ま
お
第
三
取
得
者
に
当
然
に
承
継
さ
れ

・
、
布
第
一ニ
取
得
者
は
、
保
統
金
が
制
限
さ

れ
て

い
た
こ
と
を
知

っ
て
い
た
か
ど
う
か
な
ど

に
か
か
わ
ら
ず
、
契
約
条
件
に
従
っ
て
こ
れ
を

貸
出
人
に
返
避
す
べ
き
義
務
を
負
う
」
。
こ
の

場
合
に
「
賃
貸
人
と
第
三
取
得
者
と
が
第
三
取

得
者
に
お
い
て
賃
貸
人
た
る
地
位
を
承
継
し
な

い
旨
の
合
意
を
し
て
も
、
そ
れ
だ
け
で
は
賃
借

入
に
対
し
て
効
力
を
生
じ
る
余
地
は
な
い
」
。

三

こ
の
こ
と
は
、
い
わ
ゆ
る
「
不
動
産
小

口
化
商
品
」
の
場
合
も
同
様
で
あ
る
。

四

又、

Y
D
A
三
者
が
形
成
し
た
前
記
の

各
賃
貸
借
関
係
と
本
件
賃
貸
借
契
約
と
が
相
侠

っ
て
、
A
X
問
に

A
を
貸
主
と
す
る
新
た
な
賃

貸
借
関
係
が
成
立
し
た
と
み
る
余
地
も
な
い
。

さ
も
な
け
れ
ば
、

X
と
建
物
一
所
有
者
と
の
「
賃

貸
借
契
約
が
、

X
の
…
窓
思
に
か
か
わ
り
な
く
、

転
貸
借
関
係
に
転
化
し
:
:
:
、
不
当
に
X
の
利

読
を
書
す
る
こ
と
に
な
る
」
。

五
「
積
極
財
産
と
消
極
財
産
と
を
含
む
包

括
財
産
を
信
託
の
自
的
と
す
る
こ
と
は
で
き
な

い
け
れ
ど
も
、
保
証
金
の
返
還
前
務
等
を
含
む

賀
誠
借
関
係
は
、
筒
旋
回
的
物
の
所
有
権
と
結

合
し
た
一
舶
の
状
態
俄
務
関
係
と
い
う
こ
と
が

で
き
る
か
ら
、
公
租
公
棋
の
負
担
を
伴
っ
た
財

産
権
な
ど
と
同
様
に
、
」
賃
貸
借
関
係
を
伴
っ

た
不
動
・
践
に
つ
い
て
の
倍
託
の
設
定
は
許
さ
れ

る。
〔評
釈
〕
結
論
賛
成
。

一

本
判
決
は
、
前
記
の
と
お
り
、
や
や
被

維
に
権
利
関
係
が
変
越
し
た
建
物
の
殴
貸
借
に

関
し
、
転
借
入
が
預
託
し
た
保
証
金
の
返
還
憤

務
の
ポ
継
に
つ
い
て
判
断
し
た
事
例
で
あ
り
、

不
助
政
小
口
化
問
品
及
び
俗
託
の
各
分
野
で
の
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重
要
な
論
点
を
も
含
む
も
の
で
あ
る
。
な
お
、

本
判
決
に
対
す
る

Y
の
控
訴
は
、
東
京
高
判
平

成
七
・
四
・
二
七
金
法
一
四
三
四
号
四
三
頁
に

よ
っ
て
棄
却
さ
れ
て
い
る
が
、
本
稿
で
は
本
判

決
の
判
旨
に
つ
い
て
専
ら
検
討
を
行
う
こ
と
と

し
、
控
訴
審
に
つ
い
て
は
扱
わ
な
い
。

ニ
賃
借
入
が
賃
貸
人
か
ら
賃
貸
借
契
約
の

目
的
物
を
取
得
し
た
場
合
に
は
、
貿
信
権
が
第

三
者
の
権
利
の
目
的
と
な
っ
て
い
た
り
、
賃
貸

借
の
目
的
物
が
地
上
権
や
質
権
の
対
象
と
な
っ

て
い
る
た
め
賃
借
入
に
お
い
て
賃
借
権
を
存
続

さ
せ
る
利
誌
が
あ
る
等
の
事
情
の
な
い
限
り
、

賃
借
権
は
混
同
に
よ
っ
て
消
滅
す
る
(
民
法
五

二
O
条
、
大
判
昭
和
五
・
六
・
一
二
民
集
九
巻
五
三

二
頁
)
。
本
件
で
は
、

A
の
た
め
に
賃
借
権
を

存
続
さ
せ
る
理
由
は
な
く
、
本
件
建
物
を
A
が

買
い
戻
し
た
当
時
、

A
X
聞
で
本
件
賃
貸
借
契

約
が
締
結
さ
れ
て
い
た
こ
と
も
、

A
の
B
に
対

す
る
賃
借
権
が

X
の
「
権
利
ノ
目
的
」
に
な
っ

て
い
る
場
合
に
あ
た
る
と
は
い
え
ず
、

A
が
本

件
建
物
の
賃
借
入
か
ら
建
物
の
所
有
者
と
な
っ

て
も

X
に
不
利
益
は
生
じ
な
い
か
ら
、

X
の
た

め
に

A
の
賃
借
権
を
存
続
さ
せ
る
必
要
も
な

い
。
従
っ
て
、

A
が
本
件
建
物
を
買
い
戻
し
た

こ
と
に
よ
り
A
B
間
の
賃
貸
借
関
係
が
混
同
に

よ
っ
て
消
滅
す
る
と
の
判
旨
一
は
当
然
で
あ

る
。
も
っ
と
も
本
件
で
は
、

A
が
本
件
建
物
を

賀
い
戻
し
た
時
点
と
、

A
が
C
ら
を
経
て

Y
に

本
件
建
物
を
譲
渡
し
た
時
点
と
が
異
な
っ
て
い

た
た
め
、

A
の
賃
借
権
が
消
滅
す
る
こ
と
は
疑

い
が
な
か
っ
た
が
、
仮
に

A
に
よ
る
翼
一
炭
し
と

C
ら
に
対
す
る
譲
渡
が
同
時
に
行
わ
れ
、
か
つ
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登
記
や
契
約
書
等
の
外
形
上

A
が
所
有
権
移
転

に
関
与
し
て
い
な
か
っ
た
よ
う
な
場
合
に
は
、

A
が
本
件
建
物
の
実
質
的
な
買
戻
し
を
行
い
、

A
B
聞
の
賃
貸
借
関
係
が
消
滅
し
た
と
す
べ
き

か
否
か
に
関
し
て
、
か
な
り
微
妙
な
判
断
が
要

求
さ
れ
た
筈
で
あ
る
。
か
か
る
判
断
に
際
し
て

は
、
契
約
の
外
形
の
み
な
ら
ず
、
契
約
当
事
者

間
の
対
価
の
授
受
の
態
様
や
、

A
が
建
物
所
有

権
移
転
に
関
し
て
利
益
を
得
て
い
る
事
実
が
あ

る
か
否
か
等
の
事
情
を
も
考
慮
し
て
、

A
を
含

め
た
建
物
所
有
権
移
転
に
関
す
る
当
事
者
の
意

思
を
探
求
す
べ
き
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
本
件
の

問
題
で
な
い
た
め
こ
れ
以
上
立
ち
入
ら
な
い
。

三
賃
借
入
が
建
物
の
引
渡
を
受
け
て
い
る

場
合
に
は
、
賃
貸
人
で
あ
る
所
有
者
か
ら
建
物

を
譲
り
受
け
た
新
所
有
者
に
対
し
て
、
賃
貸
借

契
約
は
そ
の
効
力
を
生
ず
る
か
ら
(
旧
借
家
法

一
条
、
借
地
借
家
法
一
三
条
)
、
本
件
建
物
を
譲
り

受
け
た

C
ら
や

Y
は
本
件
賃
貸
借
契
約
の
貸
主

の
地
位
を
承
継
し
た
こ
と
に
な
る
(
最
判
昭
和

三
三
・
九
・
一
八
民
集
二
一
巻
一
三
号
二

O
四
O

頁
、
新
版
注
釈
民
法
(
一
五
)
一
八
八
頁
以
下
〔
幾

代
通
〕
ほ
か
、
判
例
通
説
)
。
本
判
決
も
こ
の
判

例
通
説
に
従
っ
た
こ
と
は
明
ら
か
だ
が
、
本
件

で
の
問
題
は
、

X
が
A
に
預
託
し
た
本
件
保
証

金
に
つ
き
、
貸
主
の
地
位
を
承
継
し
た

C
ら
や

Y
が
そ
の
返
還
償
務
を
承
継
し
た
の
か
否
か
で

あ
る
。賃

貸
借
関
係
に
つ
き
、
「
保
証
金
」
名
下
で

借
主
が
貸
主
に
交
付
す
る
金
員
の
性
質
に
つ
い

て
は
、
借
主
の
貸
主
に
対
す
る
単
な
る
貸
金
で

あ
る
場
合
、
貸
金
で
は
あ
る
が
賃
貸
借
契
約
に

付
随
し
て
担
保
的
機
能
を
有
す
る
場
合
、
敷
金

に
該
当
す
る
場
合
、
敷
金
と
他
の
性
質
と
を
併

有
な
い
し
分
有
す
る
場
合
等
、
具
体
的
な
契
約

に
応
じ
て
様
々
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
た
め
、

「
保
証
金
」
返
還
俄
務
が
貸
主
の
地
位
の
移
転

に
伴
い
当
然
に
承
継
さ
れ
る
か
否
か
に
つ
い
て

も
、
判
断
が
分
か
れ
る
こ
と
に
な
る
(
肯
定
例

と
し
て
東
京
尚
判
昭
和
五

0
・
一
一
・
一
八
判
時
八

一
一
号
五
五
頁
、
否
定
例
と
し
て
以
判
昭
和
五
一
・

三
・
四
民
集
三
O
巻
一
言
守
二
五
頁
。
判
例
学
説
の
詳

細
に
つ
い
て
は
、
石
外
刈
喜
「
保
証
金
返
還
請
求
権

の
担
保
化
」
金
法
九
九
六
号
六
頁
、
升
田
純
「
保
証

金
を
め
ぐ
る
以
近
の
消
問
題
」
ジ
ュ
リ
一

O
六
O
号

一
八
頁
谷
川
小
)
。
本
判
決
は
、
賃
貸
借
契
約
が
終

了
し
て
借
主
が
建
物
を
明
け
渡
し
た
後
直
ち
に

償
却
費
を
差
し
引
い
て
返
還
さ
れ
る
、
と
定
め

ら
れ
た
本
件
保
証
金
に
つ
き
、
そ
の
返
迎
償
務

は
抗
、
ア
ナ
.
の
地
位
の
移
転
に
伴
い
当
然
に
波
受
人

に
承
継
さ
れ
る
と
し
て
お
り
(
判
旨
二
)
、
本
件

保
証
金
を
敷
金
に
該
当
す
る
と
判
断
し
た
と
推

測
で
き
る
が
(
大
判
昭
和
五
・
七
・
九
民
集
九
巻
八

三
九
頁
参
照
)
、
「
保
証
金
」
の
性
質
が
事
案
ご

と
に
区
々
で
あ
る
現
状
で
は
、
本
件
保
託
金
の

性
質
が
敷
主
で
あ
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
本
件
保

証
金
が
本
件
民
貸
仙
契
約
に
係
る
X
の
悩
務
を

担
保
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
具
体
的
に
判
示

す
る
必
要
が
あ
っ
た
と
思
う
(
松
本
銀
〔
本
件
判

批
)
後
掲
凹
二
頁
)
。

そ
の
う
え
、
仮
に
本
件
保
証
金
が
敷
金
で
あ

る
と
し
て
も
、
か
か
る
保
証
金
返
還
償
務
が
建

物
所
有
権
の
移
転
に
伴
い
譲
受
人
に
当
然
、
に
承

継
さ
れ
る
と
考
え
て
よ
い
か
は
、
別
に
検
討
す

る
必
要
が
あ
る
。
本
件
は
、
た
ま
た
ま
建
物
の

譲
渡
人
で
あ
る

A
が
破
産
し
、
譲
受
人
で
あ
る

Y
が
相
当
の
資
力
を
有
し
て
い
た
事
例
だ
っ
た

が、

A
と
Y
の
資
力
の
有
無
が
逆
で
あ
っ
た
場

合
を
想
定
す
れ
ば
、
保
証
金
返
還
債
務
が
建
物

所
有
権
の
移
転
に
伴
い
当
然
に
譲
受
人
に
承
継

さ
れ
る
こ
と
が
賃
借
入
に
と
っ
て
不
利
益
と
な

る
こ
と
は
明
ら
か
だ
か
ら
で
あ
る
。

判
例
通
説
は
、
敷
金
に
関
す
る
法
律
関
係

は
、
賃
貸
借
契
約
に
付
随
従
属
す
る
も
の
で
あ

る
か
ら
、
賃
貸
借
継
続
中
に
賃
貸
借
の
目
的
物

が
談
渡
さ
れ
た
場
合
に
は
、
敷
金
返
還
俄
務
は

賃
貸
人
の
地
位
の
移
転
に
伴
っ
て
当
然
に
新
賃

貸
人
に
承
継
さ
れ
る
一
方
、
賃
貸
告
終
了
後
に

目
的
物
が
譲
渡
さ
れ
て
も
、
敷
金
返
還
債
務
は

賃
借
入
の
承
諾
の
な
い
限
り
譲
受
人
に
は
移
転

し
な
い
と
し
(
最
判
昭
和
四
八
・
二
・
ニ
民
集
二
七

巻
一
号
八
O
頁
)
、
賃
貸
借
継
続
中
は
賃
貸
人
の

地
位
の
移
転
に
伴
い
敷
金
返
還
債
務
を
承
継
さ

せ
る
こ
と
が
、
む
し
ろ
賃
借
入
に
と
っ
て
有
利

で
あ
る
と
考
え
て
い
る
(
我
妻
栄
・
債
権
各
論
中

巻
了
間
じ
五
頁
)
。
こ
の
よ
う
な
判
例
通
説
の

考
え
方
の
背
景
に
は
、
賃
貸
借
継
続
中
の
賃
借

入
に
と
っ
て
最
も
重
要
な
こ
と
は
、
賃
貸
人
の

地
位
の
移
転
に
か
か
わ
ら
ず
呂
的
物
の
使
用
収

益
を
継
続
す
る
こ
と
で
あ
り
(
我
饗
・
前
掲
欝
四

四
八
頁
参
照
)
、
敷
金
返
還
償
務
が
発
生
す
る
の

は
、
賃
貸
借
契
約
が
終
了
し
て
目
的
物
の
明
渡

が
な
さ
れ
、
鍵
貸
借
に
関
し
て
そ
れ
ま
で
に
生

じ
た
賃
借
入
の
債
務
が
控
除
さ
れ
た
後
で
あ
る

か
ら
、
敷
金
返
還
償
務
の
履
行
確
保
の
問
題
も

そ
の
時
点
で
考
え
れ
ば
足
り
る
、
と
の
判
断
が
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あ
る
も
の
と
推
測
で
き
る
。

し
か
し
、
上
記
の
判
例
通
説
が
形
成
さ
れ
た

当
時
と
異
な
り
、
現
在
の
賃
貸
借
契
約
で
は
、

本
件
で
も
み
ら
れ
る
と
お
り
、
賃
貸
借
終
了
時

に
お
い
て
賃
借
入
に
対
し
相
当
額
の
返
還
を
あ

ら
か
じ
め
予
定
し
て
い
る
こ
と
が
珍
し
く
な

い
。
又
、
不
動
産
取
引
の
活
性
化
に
伴
い
、
賃

貸
人
の
資
力
が
常
に
安
定
し
て
い
る
と
は
摂
ら

な
く
な
っ
た
こ
と
に
加
え
、
預
託
さ
れ
る
金
員

が
高
額
に
及
ぶ
た
め
、
賃
借
入
が
自
己
の
債
務

を
累
積
さ
せ
て
相
殺
を
行
う
形
で
返
還
請
求
権

の
履
行
確
保
を
行
う
こ
と
も
事
実
上
困
難
と
な

っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
現
状
か
ら
す
れ
ば
、

賃
貸
借
継
続
中
の
賃
借
入
に
と
っ
て
、
将
来
の

敷
金
返
還
請
求
権
の
履
行
確
保
は
、
目
的
物
の

使
用
収
益
の
継
続
と
同
様
に
重
大
な
関
心
事
と

い
う
べ
き
で
あ
る
か
ら
、
判
例
通
説
に
従
い
、

賃
貸
借
継
続
中
の
資
金
返
還
債
務
は
賃
貸
人
の

地
位
に
伴
い
当
然
に
新
賃
貸
人
に
移
転
す
る
、

と
す
る
こ
と
が
、
果
た
し
て
賃
借
入
の
利
益
を

害
す
る
恐
れ
が
な
い
か
に
つ
い
て
は
、
再
検
討

が
必
要
で
あ
る
。
そ
の
場
合
、
賃
借
入
保
護
に

立
脚
し
た
一
つ
の
考
え
方
は
、
敷
金
返
還
債
務

の
帰
属
に
関
し
て
賃
借
入
の
選
択
を
認
め
る
こ

と
で
あ
る
が
(
星
野
英
一
・
民
法
概
論
W
一
二
六
頁

参
照
)
、
新
旧
賃
貸
人
、
す
な
わ
ち
不
動
産
取

引
の
当
事
者
が
、
取
引
の
相
手
方
が
将
来
無
資

力
と
な
る
危
険
に
つ
い
て
、
取
引
段
階
で
ど
の

程
度
予
測
が
可
能
で
あ
る
か
、
と
い
う
点
を
考

慮
す
る
こ
と
も
必
要
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

四
次
に
判
官
は
、
保
証
金
返
還
債
務
が
貸

主
の
地
位
の
移
転
に
伴
い
当
然
に
承
継
さ
れ
る
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こ
と
は
、
不
動
産
小
口
化
商
品
の
場
合
も
同
様

で
あ
る
と
す
る
(
判
旨
三
)
。
敷
金
の
性
質
を
有

す
る
保
証
金
が
、
賃
貸
借
に
関
し
て
生
ず
る
借

主
の
債
務
を
担
保
す
る
も
の
で
あ
る
以
上
、
譲

受
人
が
誰
か
に
よ
っ
て
貸
主
の
地
位
の
移
転
に

伴
い
承
継
さ
れ
る
負
担
に
差
異
を
設
け
る
必
要

は
な
い
か
ら
、
本
件
保
証
金
を
敷
金
と
考
え
る

限
り
、
こ
の
判
断
は
一
貫
し
て
い
る
。

し
か
し
、
多
数
の
持
分
権
者
に
建
物
が
譲
渡

さ
れ
た
場
合
の
保
証
金
返
還
債
務
の
承
継
に
つ

い
て
は
、
以
下
に
述
べ
る
よ
う
な
問
題
が
あ

る
。
す
な
わ
ち
、
建
物
の
譲
受
人
が
複
数
で
あ

る
場
合
に
は
、
持
分
権
者
全
員
が
保
証
金
返
還

債
務
を
連
帯
し
て
負
う
こ
と
に
な
る
が
、
こ
れ

は
、
僅
か
な
持
分
を
有
す
る
に
す
ぎ
な
い
持
分

権
者
で
あ
っ
て
も
、
一
時
的
に
せ
よ
保
託
金
全

額
の
返
還
を
強
制
さ
れ
る
お
そ
れ
が
あ
る
こ
と

を
意
味
し
、
持
分
権
者
相
互
の
円
滑
な
求
償
が

期
待
で
き
な
い
場
合
に
は
、
保
証
金
の
返
還
を

強
制
さ
れ
た
持
分
権
者
の
利
益
を
害
す
る
結
果

と
な
る
。
し
か
し
逆
に
、
個
々
の
持
分
権
者
が

持
分
の
割
合
に
応
じ
た
範
囲
で
保
証
金
返
還
債

務
を
負
う
に
す
ぎ
な
い
と
す
る
と
、
賃
借
入
は

多
数
の
持
分
権
者
に
対
し
て
個
別
に
保
証
金
の

返
還
を
請
求
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
建
物
所
有

権
の
移
転
に
つ
き
自
ら
の
意
思
を
反
映
さ
せ
る

こ
と
の
で
き
な
い
賃
借
入
に
不
測
の
不
利
益
を

負
わ
せ
る
こ
と
と
な
っ
て
妥
当
で
は
な
い
。
従

っ
て
、
持
分
権
者
が
保
証
金
全
額
の
返
還
を
強

制
さ
れ
る
お
そ
れ
が
あ
る
こ
と
は
、
現
時
点
で

は
や
む
を
仰
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

こ
の
よ
う
な
、
多
数
の
持
分
権
者
、
す
な
わ

ち
投
資
家
に
対
す
る
保
証
金
返
還
債
務
の
帰
属

に
係
る
法
律
関
係
は
、
不
動
産
小
口
化
尚
品
一

般
に
通
ず
る
問
題
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

現
在
の
と
こ
ろ
解
釈
に
お
い
て
も
立
法
に
お
い

て
も
有
効
な
対
策
が
講
じ
ら
れ
て
い
な
い
。
本

件
に
対
す
る
泊
朋
は
な
い
が
、
不
動
産
特
定
共

同
事
業
法
(
平
成
六
年
法
七
七
号
)
に
も
、
か
か

る
事
態
に
対
す
る
特
別
の
規
定
は
白
か
れ
て
お

ら
ず
、
二
四
条
で
契
約
締
結
前
に
お
け
る
投
資

家
に
対
す
る
説
明
義
務
が
事
業
者
に
課
さ
れ
て

い
る
の
み
で
あ
る
。
そ
う
す
る
と
、
賃
借
人
と

投
資
家
と
の
間
で
保
証
金
返
還
債
務
の
帰
属
等

を
め
ぐ
っ
て
紛
争
が
発
生
し
た
場
合
に
は
、
賃

借
入
と
の
関
係
で
は
投
資
家
の
利
誌
は
保
護
さ

れ
な
い
と
考
え
る
ほ
か
な
く
(
忠
原
紳
作
ほ
か

〔
庄
説
会
〕
「
不
動
産
特
定
共
同
事
業
の
概
要
と
金
融

取
引
上
の
諸
問
題
」
金
法
一
四
二

O
号
一
回
頁
以
下

参
照
)
、
か
か
る
不
動
産
小
口
化
商
品
を
投
資

家
に
販
売
す
る
な
ど
し
た
事
業
者
の
説
明
義
務

違
反
の
問
題
と
し
て
、
投
資
家
と
事
業
者
と
の

間
で
負
担
の
調
整
を
図
る
こ
と
が
必
要
と
な
る

で
あ
ろ
う
。
本
件
で
も
、

X
に
対
す
る
保
証
金

返
還
債
務
が
履
行
さ
れ
た
後
に
、

Y
が
C
ら
に

対
し
て
か
か
る
債
務
の
負
担
を
転
嫁
し
よ
う
と

し
た
場
合
に
は
、

Y
の
説
明
義
務
違
反
を
問
題

と
す
る
余
地
が
あ
る
。

な
お
、
立
法
論
と
し
て
は
、
以
上
の
不
動
産

小
口
化
商
品
に
つ
い
て
の
問
題
の
ほ
か
、
前
記

三
で
述
べ
た
賃
貸
人
が
無
資
力
と
な
っ
た
場
合

に
お
け
る
賃
借
入
と
の
利
害
調
整
の
問
題
に
対

処
す
る
た
め
、
預
託
さ
れ
た
保
証
金
槌
当
額
に

つ
き
、
将
来
の
返
選
債
務
を
履
行
す
る
た
め
の
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特
別
目
的
財
産
を
賃
貸
人
に
設
定
さ
せ
る
等
の

規
制
を
設
け
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

五
判
旨
は
、
本
件
恕
物
が

A
か
ら
C
ら
を

経
て

Y
に
譲
渡
さ
れ
た
後
、

Y
D
A
一
ニ
者
の
合

窓
に
よ
っ
て
、

Y
D
関
及
び

D
A
間
の
賃
貸
借

関
係
が
形
成
さ
れ
て
も
、
そ
れ
が
本
件
賃
貸
借

契
約
と
相
侯
っ
て

A
X
間
に
新
た
な
賃
貸
借
関

係
が
発
生
し
た
と
み
る
余
地
は
な
い
と
し
、
そ

の
理
由
と
し
て
賃
借
入

X
の
地
位
が
不
当
に
害

さ
れ
る
こ
と
を
挙
げ
る
(
判
旨
四
)
。
し
か
し
、

そ
の
よ
う
な
実
質
的
理
由
を
挙
げ
る
ま
で
も
な

く
、
前
記
こ
の
と
お
り
A
B
間
の
賃
貸
借
関
係

が
混
同
に
よ
っ
て
消
滅
し
、
以
後
の
建
物
所
有

権
の
移
転
に
伴
っ
て
託
貸
人
の
地
位
が
承
継
さ

れ
た
以
上
、

Y
に
本
件
建
物
が
信
託
譲
渡
さ
れ

た
時
点
に
お
い
て
、
本
件
賃
貸
借
契
約
は

Y
X

間
で
成
立
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
か
ら
、

X
の

合
意
の
な
い
限
り
、

Y
D
A
三
者
の
み
の
合
意

に
よ
る
法
律
関
係
の
形
成
に
よ
っ
て
、

A
X
間

に
新
た
な
賃
貸
借
関
係
が
設
定
さ
れ
た
こ
と
に

な
ら
な
い
の
は
当
然
で
あ
る
。

六
信
託
法
の
通
説
的
見
解
で
は
、
信
託
の

対
象
と
な
る
「
財
産
権
」
(
信
託
法
一
条
参
照
)

と
は
積
極
財
産
を
指
し
て
お
り
、
積
極
財
産
と

消
極
財
産
と
が
混
在
す
る
包
括
財
産
が
信
託
さ

れ
た
場
合
に
は
、
積
極
財
産
の
み
に
つ
き
信
託

が
成
立
し
、
積
極
財
産
と
消
極
財
産
と
が
分
離

で
き
な
い
場
合
は
信
託
の
設
定
は
無
効
で
あ
っ

て
、
消
極
財
産
を
受
託
者
に
移
転
す
る
に
は
別

に
債
務
引
受
等
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
(
四
宮

和
夫
・
信
託
法
〔
新
版
〕
一
三
三
頁
)
。
し
か
し
、

信
託
行
為
と
僕
務
引
受
等
と
が
法
律
行
為
と
し
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て
別
個
の
要
件
が
必
要
で
あ
る
と
の
点
は
と
も

か
く
、
信
託
設
定
後
に
お
け
る
信
託
財
政
の
管

理
、
処
分
の
過
程
で
信
託
財
産
が
債
務
を
負
う

こ
と
が
認
め
ら
れ
て
い
る
以
上
(
間
宮
・
前
掲

謹
一
七
八
頁
)
、
消
極
財
産
を
含
ん
だ
財
産
に
つ

い
て
信
託
を
設
定
で
き
な
い
と
す
る
実
質
的
理

由
は
、
必
ず
し
も
明
ら
か
で
な
い
。

も
っ
と
も
、
全
て
の
信
託
に
共
通
す
る
目
的

は
、
信
託
財
産
の
管
理
処
分
に
よ
る
利
誌
を
受

読
者
に
享
受
さ
せ
る
こ
と
に
あ
る
か
ら
(
幻
託

法
七
条
を
照
。
文
、
受
益
者
に
利
誌
が
川
町
同
制
す
る
こ

と
の
な
い
永
久
蓄
般
信
託
は
無
効
で
あ
る
。

m-…vu・

前
制
審
一
五
二
頁
)
、
か
か
る
利
益
享
受
を
可
能

と
す
る
た
め
に
は
、
設
定
さ
れ
た
信
託
財
産
に

お
い
て
、
積
極
財
産
が
消
樟
財
産
を
上
回
っ
て

い
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
そ
う
す
る
と
、
包

括
財
産
に
つ
き
信
託
の
設
定
を
認
め
た
場
合
に

は
、
消
極
財
産
が
積
極
財
産
を
上
回
る
こ
と
が

信
託
設
定
後
に
判
明
し
た
と
き
の
処
理
が
問
題

と
な
っ
て
く
る
。

し
か
し
、
そ
の
よ
う
な
場
合
で
も
、
信
託
の

設
定
を
無
効
と
す
る
こ
と
の
み
が
唯
一
の
解
決

で
は
な
い
。
す
な
わ
ち
、
①
信
託
が
目
的
達
成

不
能
に
よ
り
終
了
し
た
と
し
て
、
残
余
財
産
の

帰
属
の
山
一
地
の
類
推
と
し
て
考
え
る
こ
と
(
信

託
法
五
六
条
・
六
一
条
・
六
二
条
参
照
て
あ
る
い

は
、
②
受
託
者
が
倍
託
の
引
受
を
強
制
さ
れ
る

こ
と
が
な
い
以
上
(
生
前
似
託
は
委
託
者
受
託
者

間
の
契
約
と
解
さ
れ
、
受
託
者
の
引
受
組
絶
は
自
山

で
あ
り
、
遺
書
倍
託
で
は
討
託
法
四
九
条
二
項
に
よ

り
引
受
拒
絶
が
認
め
ら
れ
て
い
る
)
、
信
託
財
産
の

第
三
者
に
対
す
る
僚
務
を
受
託
者
に
腿
行
さ
せ

た
と
し
て
も
、
受
託
者
の
利
誌
を
不
当
に
害
す

る
こ
と
に
は
な
ら
な
い
か
ら
、
第
三
者
に
対
す

る
信
託
財
産
の
債
務
は
受
託
者
が
履
行
す
べ
き

も
の
と
し
た
う
え
で
、
受
託
者
が
負
っ
た
費

用
、
補
償
の
問
題
と
し
て
解
決
す
る
こ
と
(
悩

託
法
三
六
条
与
問
)
も
可
能
で
あ
る
。
従
っ
て
、

包
括
財
産
に
つ
い
て
の
信
託
の
設
定
は
有
効
で

あ
る
と
の
議
論
も
、
今
後
は
十
分
検
討
に
値
す

る
と
思
う
。

こ
の
点
に
つ
い
て
本
判
決
は
、
以
上
の
よ
う

な
一
般
論
に
立
ち
入
る
こ
と
な
く
、
保
証
金
返

還
俄
務
を
含
む
賃
貸
借
関
係
は
ご
積
の
状
態

債
務
関
係
」
で
あ
り
、
公
租
公
課
の
負
担
を
伴

う
財
産
権
と
伺
様
、
賃
貸
借
関
係
、
す
な
わ
ち

こ
れ
に
含
ま
れ
た
保
証
金
返
迷
債
務
を
伴
っ
た

不
動
産
を
信
託
の
自
的
と
で
き
る
と
判
示
し
た

(
判
旨
五
)
。
し
か
し
、
保
証
金
返
還
債
務
を
含

む
賃
貸
借
関
係
が
「
状
態
債
務
関
係
」
で
あ
る

と
い
う
こ
と
は
、
民
貸
借
の
目
的
物
の
所
有
権

の
移
転
に
伴
い
賃
貸
借
関
係
が
当
然
に
一
和
所
有

者
に
示
継
さ
れ
る
こ
と
(
我
主
・
前
掲
脅
間
二

O

頁
参
照
)
、
す
な
わ
ち
、
か
か
る
包
括
財
産
に

つ
い
て
は
桜
樹
財
政
と
消
駆
財
産
と
が
分
離
不

能
で
あ
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
に
す
ぎ
ず
、

「
状
態
的
務
関
係
」
で
あ
る
こ
と
そ
れ
自
体
か

ら
、
か
か
る
債
務
を
伴
っ
た
財
産
に
つ
い
て
信

託
の
設
定
が
有
効
で
あ
る
と
の
結
論
を
噂
く
こ

と
は
で
き
な
い
。
又
、
ハ
ム
相
公
諜
の
負
担
を
伴

う
財
産
権
に
つ
い
て
の
信
託
の
設
定
は
可
能
と

さ
れ
て
い
る
が
(
四
百
・
前
掲
出
一
三
三
瓦
)
、
こ

こ
で
い
う
「
ハ
ム
相
公
料
の
負
担
」
と
は
、
信
託

さ
れ
た
財
産
に
つ
き
将
米
保
さ
れ
る
こ
と
あ
る

ベ
き
公
租
公
諜
の
負
担
を
指
し
て
お
り
、
こ
の

よ
う
な
将
来
の
負
担
と
既
に
発
生
し
て
い
る
条

件
付
能
務
で
あ
る
保
証
金
返
還
債
務
と
を
同
視

す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

従
っ
て
、
判
旨
の
述
べ
る
上
記
の
理
由
の
み

で
は
、
保
証
金
返
還
債
務
を
伴
っ
た
不
動
産
に

つ
き
信
託
の
設
定
が
可
能
で
あ
る
と
す
る
こ
と

は
困
難
で
あ
り
、
前
述
の
と
お
り
、
消
極
財
産

を
含
む
包
括
財
ぃ
雌
に
つ
い
て
信
託
を
設
定
で
き

な
い
と
す
る
実
質
的
理
由
は
な
い
こ
と
、
又
、

賃
貸
借
関
係
を
伴
う
不
動
産
の
信
託
譲
渡
に
際

し
て
、
敷
金
の
性
質
を
有
す
る
保
証
金
の
返
還

債
務
が
存
在
す
る
こ
と
を
取
引
当
事
者
が
予
測

す
る
こ
と
は
必
ず
し
も
器
難
で
な
く
、
受
託
者

を
不
当
に
害
す
る
お
そ
れ
も
な
い
こ
と
等
か

ら
、
包
括
財
産
に
つ
い
て
信
託
を
由
設
定
す
る
こ

と
は
可
能
で
あ
る
と
の
一
般
論
を
展
開
す
る
必

要
が
あ
っ
た
と
思
う
。

*
本
判
決
に
つ
い
て
は
、
松
本
内
部
・
金
拠
九
三

七
号
三
七
討
が
あ
る
。

(
ほ
し
の
・
ゆ
た
か
日
東
京
大
学
大
学
院
)
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